
知って役立つ！　ワンポイント防災講座

８仙台市政だより　29.10. 1

問減災推進課☎214･3109、FAX214･8096

分散備蓄のすすめ

　市では、災害に備えて１週間程度の水・食料の備蓄
を推奨しています。普段食べ慣れているものを多めに
購入し、消費しながら備蓄を続ける「循環備蓄」に併
せて、備蓄品は１カ所にまとめて置くのではなく、複
数の場所に分けて置いてお
く「分散備蓄」をおすすめ
しています。１カ所ごとの
保管スペースは少なくて済
み、災害で一つの部屋が散
乱して備蓄品が取り出せな
くても、別の部屋の備蓄品
を取り出すことができます。
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地域と連携して防災に取り組む
　防災推進国民大会で
セッション等を行う東
北大学の課外・ボラン
ティア活動支援センタ
ーを取材しました。
　「これまで、宮城や
岩手、福島の被災地を
訪れ、仮設住宅の掃除
や復興公営住宅での足

湯などの寄り添い活動などを行ってきました。昨年４
月の熊本地震の際は熊本の学生と連携して活動を行い、
東日本大震災の教訓やノウハウをお伝えしました。こ
のような『防災の輪』が広がっていけばといいなと思
います」と話すのは山本賢さん。
　あすと長町の復興公営住宅でお茶会を主催し、足湯
や手芸などを通して地域住民との交流を大切にしなが
ら活動を行ってきた千葉柚

ゆ き
紀さんは、「防災ボランティ

ア活動は継続が大切ですが、防災推進国民大会で、構
えることなく気軽な気持ちで参加できるということを
伝えたい」と意気込みを語ってくれました。
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左から、東北大学課外・ボランティア活
動支援センターの鈴木さん、山本さん、
藤室特任准教授、千葉さん、南部さん
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第３回国連防災世界会議での
展示ブース（写真上）や昨年のダ
ボス会議での伊藤副市長のプレゼ
ンテーション（写真右）の様子

▲世界防災フォーラム
のロゴマーク
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